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2025年度年間標語「信仰によって励まし合う」ローマ 1:12 

          『信仰によって励まし合う』    吉田真司 

 2025年度を迎えました。今年度の標語は「信仰によって励まし合う」です。パ

ウロは言います。「あなたがたのところで、あなたがたとわたしが互いに持ってい

る信仰によって、励まし合いたいのです」（ローマ 1:12／本年度主題聖句）と。 

私は 11歳でバプテスマを受けて、今年で信仰歴 43年です。その 43年間ずっと

教会に留まり続け、信仰者として歩んでくることが出来たのは、他でもなく「教

会」の存在があったからだと思います。もし私が一人きりで、周りに神様を信じる

人が誰もいなかったならば、果して信じ続けることが出来たかどうか・・・、いい

え、きっと出来なかったでしょう。もちろん、両親の信仰は私にとって大きいもの

でした。私の中の揺るぎない神存在は、幼子の時からの両親の信仰姿勢が与えてく

れたものです。しかしそれだけでなく、肉親を超えたこの「教会」という交わりの

中で、他の信仰者と出会い、そしてその一人一人の人生と信仰の実体を見る度に、

私自身の信仰が問われ、そして強められてきました。 

信仰者の人生は、決して孤独ではありません。あの Footprintsの詩にあるよう

に、困難な時には主が私たちを担いで共に歩んで下さいます。そしてその信仰者の

歩みには、共なる信仰者の存在が大きく影響します。前述のように、周りのクリス

チャンたちの証しは、私に神存在を確信させ、キリストの道へと導きました。一人

ぼっちではその信仰を固く保つのは難しく不安定になります。そのために教会があ

ります。ですから信仰に留まり生きるために、教会につながり続けてください。 

互いの持っている「信仰によって励まし合う」―――そう、これは教会だからこ

そ出来る素晴らしいことです。それぞれが経験してきた信仰の歩み、今獲得してい

る信仰の言葉、それらを証しし合い、互いに励まし合う、そういう一年間となれば

と願っています。 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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